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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 30 63 210.0% 令和２年度 － － －

令和３年度 30 62 206.7% 令和３年度 － － －

令和４年度 60 － － 令和４年度 － － －

 ３ 政策名 (11)　伝統と最先端技術が癒合した区内産業を支援する

 ４ 施策名 ２　経営基盤強化に向けた総合的な支援 71.2%

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課

指標２
－

新たにテレワーク環境を整備するための経費について、100万円を限度に補助対象経費の1/2を補助しま
す。
●対象：新たにテレワーク環境を整備する区内中小企業者
●期間：令和4年4月～令和5年3月
●補助上限額、補助率：100万円、1/2

指標１
交付決定件数  １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機に開始した事業であり、テレワークによる働き方が浸透し、令和
４年度の交付決定実績が大幅に下がっていることからも、所期の目的は達成したことから、「廃止」と評価し
ます。

港区基本計画、第４次港区産業振興プラン

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

18,000 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、臨時的に本事業を開始して以降、多くの事業者が
当制度を活用してテレワークに取り組んでいます。令和４年８月末時点における交付決定件数は５件と、前年
度の同時期に比べ大幅に減少していることから、所期の目的は達成したと判断し、本事業は令和４年度をもっ
て廃止します。
なお、区制度の廃止後、事業者から相談があった場合は、東京都（東京しごと財団）において実施する同種の
補助制度（「テレワーク促進助成金」「テレワーク導入ハンズオン支援助成金」）を紹介することにより対応
していきます。

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 0.0% 0 0 0 0

令和３年度 100.0% 30,000 0 0 0

令和４年度 100.0%

－ － －

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、新しい生活様式に対応したテレワーク環境の整備が求めら
れていたことから、環境整備に係る費用の一部を補助する補助制度を令和２年度から開始いたしました。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 18,000 － －

19,333 64.4%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

30,000 21,374

0 30,000

区内中小企業者等が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等の対策として行うテレワーク環境の整備に
必要な費用の一部を補助します。

令和２年度 0 0 30,000

 ５ 事業説明文 令和３年度 30,000 0

産業・地域振興支援部　産業振興課

 １ 事業名 中小企業テレワーク支援事業  １０ 事業費の状況
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 － － － 令和２年度 － － －

令和３年度 67 60 89.6% 令和３年度 60 10 16.7%

令和４年度 67 51 76.1% 令和４年度 － － －

 ３ 政策名 （12）港区の特性を生かした個性ある商業集積の形成を支援する

 ４ 施策名 １　魅力あふれる商店街の支援 －

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課

指標２
実績件数

【新型コロナウイルス感染症対策経費】
感染拡大防止ガイドラインに基づく物品や消耗品の購入、その他諸経費について、80万円を限度に補助対
象経費の４／５を補助します。

指標１
申請件数  １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機に開始した事業であり、コロナウイルス感染症の感染拡大から一
定期間が経過し、各商店街がコロナ対策に必要な物品を揃えつつあり、既存のイベント補助事業でもコロナ対
策に対する支援は可能であることから、本事業は所期の目的を達成したため、「廃止」と評価します。

港区基本計画、第４次港区産業振興プラン、第４次港区観光振興ビジョン

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

12,104 1,000 0 0

７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

既に多くの商店街においてコロナ対策に必要な物品を所有していること、及び既存のイベント補助事業におい
てもコロナ対策に要する経費に対する補助が可能なことから、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に対する
特別措置として開始した当事業は、令和４年度をもって廃止します。

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 － － － － －

令和３年度 0.0% 0 13,104 0 0

令和４年度 92.4%

－ － －

令和２年度には、新型コロナウイルス感染症の影響で多くの商店街イベントが中止となり、地域のにぎわ
い創出に影響がでました。コロナ禍でのイベント開催には、従来のイベント経費にコロナ対策費が上乗せ
されることとなり、商店街の負担が増大します。そのため、令和３年度から、イベント実施時の新型コロ
ナウイルス感染症対策に係る経費を従来の補助限度額と別枠するとともに、補助率を引き上げました。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 13,104 － －

327 3.5%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

－ －

-3,880 9,224

産業・地域振興支援部　産業振興課

 １ 事業名 商店街イベント新型コロナ対策支援事業  １０ 事業費の状況

区内商店街がイベントを実施する際に要する新型コロナウイルス感染症対策に係る経費の一部を補助し、
区内商店街の更なる活性化及び振興を図ることを目的としています。

令和２年度 － － －

 ５ 事業説明文 令和３年度 13,104 0
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 4 0 0.0% 令和２年度 － － －

令和３年度 4 2 50.0% 令和３年度 － － －

令和４年度 4 － － 令和４年度 － － －

 ３ 政策名 （12）港区の特性を生かした個性ある商業集積の形成を支援する

 ４ 施策名 ３　将来にわたり持続可能な店舗づくり －

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策      ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課

指標２
－

商店街は、存在するエリアなどの地域特性により特徴はそれぞれ異なっており、こうした地域特性を踏ま
えた上で、各商店街や個性的な店舗の魅力を広く効果的に発信していくことにより、商店街のにぎわいを
創出し、顧客の消費行動につなげていくことを目的とし、令和３年度までに８商店会で映像を制作しまし
た。

指標１
映像制作商店会数  １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

当初想定していた対象商店会の映像制作が概ね完了していることから、本事業は所期の目的は達成したため、
「廃止」と評価します。

港区基本計画、第４次産業振興課プラン

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

2,880 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

地元住民が主な顧客対象者の商店会をPRするため、平成30年度よりプロモーション映像を制作しておりました
が、当初想定していた対象商店会の映像の作成はほぼ完了したこと、及び新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により、イベントにおける魅力的な映像の制作が困難であることなどから新規制作希望の商店会がないた
め、事業を廃止します。

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 100.0% 3,354 0 0 0

令和３年度 100.0% 3,187 0 0 0

令和４年度 100.0%

－ － －

個々の商店街エリアや地域・周辺環境の特徴に合わせた商店街の映像を制作し、地元で発信することによ
り、地元の商店街における消費者の購買意欲を高め、消費行動につなげます。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 2,880 － －

2,650 84.2%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

0 0

0 3,147

産業・地域振興支援部　産業振興課

 １ 事業名 地域密着商店街プロモーション  １０ 事業費の状況

地域住民を主な客層とする商店街を対象として、当該商店街の魅力をまとめた商店街プロモーション映像
を制作し、YouTubeにて公開するとともに、ケーブルテレビやちぃばす車内等で放映します。

令和２年度 3,354 0 -3,354

 ５ 事業説明文 令和３年度 3,187 -40
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 100 124 124.0% 令和２年度 － － －

令和３年度 80 150 187.5% 令和３年度 － － －

令和４年度 100 13 13.0% 令和４年度 － － －

産業・地域振興支援部　産業振興課

 １ 事業名 テイクアウト・デリバリー・通信販売導入商店街店舗応援補助金  １０ 事業費の状況

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機に、区内商店街の店舗が新たにテイクアウト・デリバリー・通信販
売を開始または継続して実施する際に要する経費の一部を補助することで、当該店舗の更なる活性化を促進し、
商店街及び中小企業の振興を図ることを目的としています。

令和２年度 10,000 10,498 50,183

 ５ 事業説明文 令和３年度 40,750 14,260 79,458 91.3%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

70,681 68,178

32,000 87,010

－ － －

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、飲食店等の店舗は売上げが大幅に減少する等の影響を受けている
状況を踏まえ、商店街を支える各店舗の商業活動を支援するため、令和２年度よりテイクアウト・デリバリー・
通信販売の初期費用に係る経費への補助事業を開始しました。
令和３年度以降は厳しい状況が続いていることを踏まえ、初期費用のみならず、継続費用についても補助対象経
費に追加し、実施しています。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 40,000 － －

その他

令和２年度 100.0% 10,000 0 0 0

令和３年度 16.6% 6,750 0 0 34,000

令和４年度 100.0% 40,000 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

当事業は令和３年度まで「チャレンジ商店街店舗応援事業」の一部として実施しておりましたが、令和４年
度より単独事業として整理しています。
令和２年度以降、多くの店舗が当制度を活用し、テイクアウト・デリバリー・通信販売に取り組んでおり、
令和４年７月末時点における申請件数は、前年度の同時期に比べ１/４に大幅減少していることから、既に所
期の目的は達成した判断し、当事業は令和４年度をもって廃止します。

 ８ 事業実績・指標

 １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機に開始した事業であり、各店舗がテイクアウトやデリバリーな
ど、それぞれ取り入れて営業している状況や今年度の交付決定実績が大幅に下がっていることから、所期の
目的は達成したため、「廃止」と評価します。

港区基本計画、第４次港区産業振興プラン

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

指標２
－

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、区内商店街加盟店舗（港区商店街連合会の賛助会員含む）が取り
組む、テイクアウト・デリバリー・通信販売事業に要する経費について、４０万円を限度に補助対象経費の２／
３を補助します。

指標１

テイクアウト・デリバリー・通信販売
導入商店街店舗応援補助金申請件数

 ３ 政策名 （12）港区の特性を生かした個性ある商業集積の形成を支援する

 ４ 施策名 ３　将来にわたり持続可能な店舗づくり 96.5%

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 - - － 令和２年度 － － －

令和３年度 - - － 令和３年度 － － －

令和４年度 36,000 － － 令和４年度 － － －

 ３ 政策名 （13）港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

 ４ 施策名 ３　安全・安心で快適な都市観光を満喫できる環境づくり －

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

本事業は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている区内宿泊施設に対する短期的な支援の側面が強く、
また、令和４年５月時点の東京都の客室稼働率は48.9％（前年同月比で21.9％増）と回復の兆しを見せてお
り、今後も更なる回復が見込まれることから、令和５年度に同様の事業による支援の必要性があるとは言えな
いため、廃止します。
なお、本事業の目的のひとつであるマイクロツーリズムの推進は、引き続き観光情報発信事業や港区ボラン
ティアガイド事業等により実施します。

220,000 0 0

 １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の影響を受けていた都内の宿泊事業者は回復傾向にあり、また、本事業の目的の一
つであるマイクロツーリズムの取組も他の事業により推進することができ、本事業は所期の目的を達成したこ
とから、「廃止」と評価します。

なし

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

指標２
－

宿泊対象期間（実施期間）
令和４年10月１日（土）～令和４年12月27日（火）

補助金額
5,000円/泊（6,000円/泊のプランに限る）

対象施設（令和４年８月11日現在）
99施設　※随時追加予定

指標１
キャンペーンを活用した区内宿泊施設における宿泊数

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 － － － － －

令和３年度 － － － － －

令和４年度 100.0%

－ － －

区内の宿泊施設の宿泊料を割り引いて提供することで、観光客をはじめとした利用者を誘致するととも
に、その利用者に区内周遊を促す取組や新型コロナウイルスワクチン接種を推進する取組を併せて実施す
ることにより、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている区内観光産業の支援と感染症の拡大防止に
配慮した近隣観光・地元観光（マイクロツーリズム）の推進を図ることを目的として、宿泊補助事業「ト
キメク、ミナトク。お得に宿泊キャンペーン」を実施します。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 220,000 － －

－ －

補正予算 予算現額 決算額 執行率

－ －

－ －

新型コロナウイルス感染症により影響を受けている区内観光事業者・宿泊施設を支援するとともに、区内
のマイクロツーリズムを推進するため、区民及び区外から訪れる人を対象に、区内宿泊施設における宿泊
料金を補助します。

令和２年度 － － －

 ５ 事業説明文 令和３年度 － －

産業・地域振興支援部　観光政策担当

 １ 事業名 宿泊補助事業  １０ 事業費の状況

所管課令和４年度事務事業評価Ａシート
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 2 2 100.0% 令和２年度 － － －

令和３年度 2 2 100.0% 令和３年度 － － －

令和４年度 － － － 令和４年度 3,000 － －

 ３ 政策名 （13）港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

 ４ 施策名 ３　安全・安心で快適な都市観光を満喫できる環境づくり 100.0%

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ４　港区からブランド性ある産業・文化を発信する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課

指標２
宝探しイベント参加者数

（１）歴史フォーラム（平成24年度～令和元年度）
対象者：特段の制限なし
実施回数：年４回（２回/日×２日）
（２）歴史観光動画の作成（令和２年度～令和３年度）
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点も踏まえて区内の歴史観光資源に関する動画を制作しました。
（３）宝探しイベント（令和４年度）
対象者：特段の制限なし
実施時期：令和４年10月～令和５年１月

指標１
歴史動画の制作  １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

各地区総合支所、図書文化財課、観光ボランティアなどでも「歴史」に関連した事業が実施されており、それ
らの事業でも、本事業の目的を達成することができるため、「廃止」と評価します。

第３次港区観光振興ビジョン「後期計画」

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

6,307 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

平成24年度から実施してきた「歴史フォーラム」は累計で多くの方に参加いただきました。若年層の参加が少
ないという課題がありましたが、歴史資源の活用・促進につながる一定の成果がありました。令和２年度と令
和３年度には新型コロナウイルス感染拡大防止の観点も踏まえて歴史観光動画を作成しましたが、区内周遊や
地元産業への波及などの効果の測定は難しいという課題がありました。令和４年度は子どもから高齢者まで多
くの人が港区の歴史の魅力を知り、探求することができる取組として、現地を周遊しながらスマートフォン等
から設問に対する回答をし、宝探しをするイベントを開催します。
今後は図書文化財課による講座や、観光ボランティアによるまち歩きツアーなど類似事業があることから、Ｓ
ＮＳを活用した周知やイベント参加者への類似事業の紹介等の連携により同様な効果はあげられると期待でき
るため、本事業は廃止とします。

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 100.0% 8,124 0 0 0

令和３年度 100.0% 6,526 0 0 0

令和４年度 100.0%

－ － －

平成23年度、ＮＨＫ大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」の主役である「お江」が、増上寺に埋葬されてい
ることから、ドラマ放映により「お江」ゆかりの地として観光客の増加が見込まれました。「お江」を契
機に、歴史の舞台となった港区を様々な視点から広く紹介し、より多くの区民や観光客等の来訪を目的に
歴史連続講座を開催しました。平成24年度以降は「港区歴史フォーラム」を開催し、区内の歴史観光資源
のうち関心度の高いテーマを取り上げて講演を行うことで区内に点在する歴史観光資源への周遊、回遊を
誘致しています。令和２年度からは歴史動画を制作し、視聴者の興味を惹きつけ、区の歴史観光資源の魅
力を再発見してもらうとともに、区内の周遊向上を図りました。令和４年度はオンラインを活用した宝探
しを実施し、区の歴史を広く紹介し区外からの観光客や来街者を誘致するとともに区内回遊、現地消費の
促進を図りました。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 6,307 － －

1,398 100.0%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

6,424 6,423

0 1,398

港区にある神社・仏閣等の歴史的観光資源を活用し、それぞれの時代の人物や事柄をテーマとした周遊促
進事業を実施します。

令和２年度 8,124 0 -1,700

 ５ 事業説明文 令和３年度 6,526 -5,128

産業・地域振興支援部　観光政策担当

 １ 事業名 歴史観光資源の活用・促進  １０ 事業費の状況
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 243 243 100.0% 令和２年度 400 416 104.0%

令和３年度 243 243 100.0% 令和３年度 350 257 73.4%

令和４年度 243 － － 令和４年度 250 － －

みなと保健所　健康推進課

 １ 事業名 新型コロナこころのサポートダイヤル  １０ 事業費の状況

新型コロナウイルス感染症に起因するこころの不調を訴える区内在住・在勤・在学者に対して、専門職が
電話相談に応じます。

令和２年度 0 7,175 0

 ５ 事業説明文 令和３年度 7,839 0 7,839 100.0%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

7,175 7,175

0 7,839

－ － －

令和2年1月中旬、国内初の新型コロナウイルス感染症患者が発生し、その後感染者の増加に伴い、主に検
査の調整、医療・療養の相談等を行う相談窓口（帰国者・接触者電話相談センター）を設置しましたが、
社会的不安が増す中、区民からの相談が1月91件（全数262件）、2月657件（全数1,339件）、3月1,372件
（全数2,472件）、4月2,856件（全数4,230件）と急激に増加するとともに、それに比例して感染症に起
因する精神的ストレスや不眠、不安等を訴える区民も増加しました。
感染症の流行の収束が見通せない中、今後もこころの不調を訴える区民の増加が懸念されたこと、また、
発熱等の有症状者とメンタル相談の混在を解消し、帰国者・接触者電話相談センターの負担軽減を図るた
め、メンタル面の相談に特化した専門職による電話相談窓口（新型コロナこころのサポートダイヤル）
を、先駆的に、令和２年4月から設置しました。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 7,869 － －

その他

令和２年度 0.0% 0 0 0 0

令和３年度 0.0% 0 0 3,919 3,920

令和４年度 37.3% 2,935 0 3,934 1,000

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナこころのサポートダイヤルに寄せられる相談件数は、年々減少しており、また、新型コロナウイル
ス感染症対応の業務を通して、職員も多くの知見を得ることができました。
利用実績の減少（令和4年9月30日時点で68人）と、区のコロナに対する知識が深まったことにより、今後は健
康推進課の通常業務である保健師相談や精神保健福祉相談等で対応することが可能であると判断したため、本
事業は「廃止」とします。
なお、当該ダイヤルでの相談内容についての新たな相談先などを丁寧に説明したり、アナウンス設定をしたり
するなど、廃止後の対応についても、丁寧に実施していきます。

 ８ 事業実績・指標

 １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の感染者が増加した時でも利用実績が減少していることや、区の知見が深まったこ
とから専用ダイヤルの必要性が少なく、本事業は所期の目的を達成したことから、「廃止」と評価します。

自殺対策基本法・精神保健福祉法

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

指標２
相談数

委託事業
内　容：精神保健福祉士や心理士等の専門職による電話相談
対象者：新型コロナウイルス感染症による心の不調を訴える区民又はその家族、関係者等
実施日：平日（月～金）　９時～17時
体　制：二人体制
その他：実施にあたり、専用ダイヤルを設置しています

指標１
相談日数

 ３ 政策名 （21）区民が健やかで安全に暮らすことができるよう支援する

 ４ 施策名 ４　健康づくりの積極的支援 100.0%

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ６　生涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を支援する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 － － － 令和２年度 － － －

令和３年度 － － － 令和３年度 － － －

令和４年度 7,000 － － 令和４年度 6 － －

 ３ 政策名 (６)　持続可能な循環型の都心環境をつくる

 ４ 施策名 １　区民の参画と協働による３Ｒの推進 ー

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ２　環境にやさしい都心をみなで考えつくる 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課

指標２
ラッピング清掃車台数

廃プラスチックの排出抑制と分別の徹底の普及啓発を強化し、令和４年度は下記の取組を集中的に実施
します。

【取組内容】　①清掃車ラッピングによる啓発
　　　　　　　②資源・ごみ集積所における分別徹底を呼び掛ける表示板設置による啓発
【実施時期】　①令和４年９,10月

指標１
ごみ集積所表示板設置  １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

清掃事業車ラッピングなどの取組を完了し、今後は既存の清掃普及啓発事業等において普及啓発等を実施して
いくことから、本事業は所期の目的を達成したため、「廃止」と評価します。

港区一般廃棄物処理基本計画

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

5,019 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

　
区内の資源・ごみ集積所への表示板設置、清掃車のラッピングについては令和４年度中に完了し、廃プラス

チックの分別徹底を集中的に啓発するという本事業の取組は達成したことから、当該事業については「廃止」
とします。
なお、廃プラスチックの排出抑制及び分別徹底については、引き続き区民に対し働きかけていく必要がある

ことから、既存の清掃普及啓発事業等において、デジタルサイネージやTwitter等の電子媒体を活用した普及
啓発等を実施していきます。

 ８ 事業実績・指標

その他

令和２年度 ー ー ー ー ー

令和３年度 ー ー ー ー ー

令和４年度 100.0%

－ － －

区では、平成20年10月から廃プラスチックの分別回収を実施していますが、平成30年に実施したごみ排
出実態調査では、可燃ごみ中の廃プラスチックの割合は、16.8％を占めています。石油製品である廃プラ
スチックは、1ｔ焼却すると2.77ｔものＣＯ２が発生すると言われており、可燃ごみに比べて、多くのＣ

Ｏ２を排出することから、温室効果ガス削減に向けた取組として、廃プラスチックの分別徹底を呼びかけ

ます。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 5,019 － －

ー ー

補正予算 予算現額 決算額 執行率

ー ー

ー ー

　可燃ごみ中の廃プラスチックを削減するため、排出抑制及び分別徹底の普及・啓発を実施します。

令和２年度 ー ー ー

 ５ 事業説明文 令和３年度 ー ー

環境リサイクル支援部　みなとリサイクル清掃事務所

 １ 事業名 ＣＯ２削減のためのプラスチック分別徹底事業  １０ 事業費の状況
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 － － － 令和２年度 － － －

令和３年度 － － － 令和３年度 － － －

令和４年度 60 － － 令和４年度 － － －

企画経営部　全国連携推進担当

 １ 事業名 全国連携による区内飲食店応援  １０ 事業費の状況

ウィズコロナの時代においても、全国各地域との連携を充実・深化させ、共に支え合い、発展する「全国
連携の港区」を一層推進していくため、多様な主体が一丸となった「全国各地域との連携の力」を活用し
た区内飲食店応援補助事業を実施します。

令和２年度 － － －

 ５ 事業説明文 令和３年度 － － － －

補正予算 予算現額 決算額 執行率

－ －

－ －

－ － －

新型コロナウイルス感染症は、区内飲食店や関連する全国各地域の事業者に大きな影響を与えており、令
和３年８月に連携自治体向けに実施したアンケート調査では、85自治体のうち約半数から、「町の特産品
のＰＲの支援」など産業、観光への支援を求める声があり、全国各地域が区民に対して魅力を発信できる
機会を創出する必要があります。
区や各自治体が主体となって実施するイベントに加え、商店会や飲食店等多様な主体の連携を積極的に推
進することで、区内飲食店への支援とともに、一過性ではない飲食店等の民間ならではの継続性、拡張性
ある連携に向けた支援につながる事業を実施します。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 6,000 － －

その他

令和２年度 － － － － －

令和３年度 － － － － －

令和４年度 54.2% 3,250 0 0 2,750

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける全国の自治体や区内飲食店向けの臨時事業として実施したため廃止
します。今後は民間の力を活用した全国連携の推進に向けた新たな取組を検討していきます。

 ８ 事業実績・指標

 １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

補助予定件数に対し、実績は大きく未達成であり、補助の要件や実施期間、申請に伴う事務負担など、事業ス
キームを検証した上で、本事業は「廃止」と評価します。

「港区基本計画」政策(26)施策６

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

指標２
－

「港区飲食店応援事業」の実施
　区の連携自治体の食材を購入し、当該食材を使用した商品を販売するとともに、ポスターやパンフレッ
トなどを活用し、当該連携自治体の魅力を発信する飲食店を対象に、経費の一部を補助します。

補助額：1事業者あたり最大10万円（食材購入（送料・振込手数料も含む）及び自治体PRに要する経費
補助率：２／３
対象者：港区商店街連合会に加盟する飲食店を経営する個人又は法人
補助予定件数：60店舗

指標１
申請件数

 ３ 政策名 （26）行政資源を効果的・効率的に活用し、先駆的な施策を推進する

 ４ 施策名 ６　全国各地域とともに成長・発展することによる共存・共栄の推進 －

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 実現をめざして 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課
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（単位：千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

令和２年度 － － － 令和２年度 1 1 100.0%

令和３年度 10 10 100.0% 令和３年度 1 1 100.0%

令和４年度 1 － － 令和４年度 1 － －

教育推進部 教育長室 

 １ 事業名 港区教育史の編さん  １０ 事業費の状況

港区の地における150年を超える教育の歩みを体系的に記録し、将来を見据え、後世に語り継いでいくた
め、新たな「港区教育史」を刊行するとともに、ＷＥＢ公開します。

令和２年度 37,578 0 0

 ５ 事業説明文 令和３年度 67,944 0 67,876 99.9%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

37,578 37,216

0 67,944

－ － －

旧三区史や港区史、新修港区史などに教育に関する記録があり、これらを集大成することを目的に、昭和
57年に「港区教育史編さん委員会」が組織され、昭和62年２月に「港区教育史（上・下巻）」を、平成９
年９月に「港区教育史資料編」を刊行しました。そして、平成29年３月の区政70周年を契機に、区政70周
年記念事業の一環として、「港区教育史」編さん事業に取り組んできました。

財源内訳（当初予算）

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和４年度 45,736 － －

その他

令和２年度 100.0% 37,578 0 0 0

令和３年度 100.0% 67,944 0 0 0

令和４年度 100.0% 45,736 0 0 0

 ７ 事業内容

 １１　一次評価（本事業に係る所管課の意見、見直しの理由、根拠データ等）

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

港区教育史編さん委員会で決定した「港区教育史編さん基本方針」及び「港区教育史の構成について」に沿っ
て、港区教育史の編さんを進めてきましたが、令和５年３月の「くらしと教育編」刊行により、予定していた
港区教育史全11巻の刊行を終えることから、本事業を廃止とします。
令和５年度以降は、Ｗｅｂサイト「デジタル港区教育史」の管理・運営経費を「教育長室運営」に予算計上
し、引き続き、港区教育史デジタル版や関連資料をＷｅｂサイト上で公開します。
また、編さん過程で発見された貴重な歴史資料を継続的に精査して、定期的に公開資料を更新することで、教
員による教材作成や区民による地域の魅力発信など、Ｗｅｂサイト「デジタル港区教育史」の利活用を促進し
ます。［３年に１回程度の更新を想定］

 ８ 事業実績・指標

 １２ 事務事業評価結果

１廃止　　　　２縮小・一部廃止　　　３統合　　　４継続

港区教育史について、令和５年３月の「くらしと教育編」刊行により、予定していた港区教育史全11巻の刊行
を終え、所期の目的を達成したことから、本事業を「廃止」と評価します。

港区基本計画

 ９ 港区基本計画・個別計画・関連する法令等

指標２
ＷＥＢ更新【単位：回】

（１）港区教育史の刊行
　　①「通史編」（全９巻）：第１巻から第７巻は旧教育史を検証の上、解題を付しコラムを追加。
　　　　　　　　　　　　　　第８巻と第９巻は平成期を新たに執筆。
　　②「資料編」（全１巻）：港区の教育に関する統計資料や各種データ等を掲載。
　　③「くらしと教育編」（全１巻）：編さんを通じて新たに確認された史実に基づき、港区の教育史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を主題別に新たに執筆。
（２）Ｗebサイト「デジタル港区教育史」の運営
　　　「港区教育史」や編さん過程で発見された貴重な資料や映像をＷＥＢで公開。

指標１
教育史刊行【単位：巻】

 ３ 政策名 （23）　区民の多様な学習活動と誇りと愛着ある郷土意識の醸成を支援する

 ４ 施策名 ４　自然・歴史文化資源の保全・継承・活用の推進 99.0%

年度 当初予算額 流用

 ２ 基本政策 ６　生涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を支援する 予算状況の内訳 決算状況

令和４年度事務事業評価Ａシート 所管課
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